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●低年齢児受入対策緊急支援事業
（こども未来局）……【0.4億円】
待機児童の大半を占める低年齢
児(0～ 2歳)の受け入れ体制を
支援し、待機児童の解消を目指
します。

●再生可能エネルギー地産地消支援事業
（企画調整部）……【9.8億円】
自立的で持続可能な災害に強い
地域分散型のエネルギーシステ
ム構築に役立つ、再生可能エネ
ルギー発電設備の導入などを支
援します。

●スマート農業プロセスイノベーション推進事業
（農林水産部）……【0.6億円】
ロボット技術や情報通信技術
(ICT)を活用し、農業の大規模化
や効率化、高収益化を図るため
の実証や研究を行います。

●テレワークによる「ふくしまぐらし。」推進事業
（企画調整部）……【0.7億円】
テレワーク施設開設や県内での
テレワーク体験、企業による
地域交流等を目的としたワー
ケーションなどを支援します。

●ふくしま外国語教育創生事業
（教育庁）……【0.1億円】
英語担当教員の英語力およ
び指導力を高め、情報通信
技術(ICT)を有効に活用し
ながら、児童生徒の英語力
向上に取り組みます。

●ごみ減量推進プロジェクト
（生活環境部）……【0.1億円】
1人1日当たりのごみ排出量が、
全国的にも多い福島県。事業系
ごみ、家庭系ごみともに、減量
化やリサイクルのモデル事業を
実施します。

●林業人材育成事業
（農林水産部）……【6.4億円】
森林再生や林業の成長産業化の実現に
向けて、研修施設を整備し、林業の担い
手を育成するための研修を実施します。

●ワーケーションを活用した観光支援事業
（観光交流局）……【0.7億円】
仕事と休暇を兼ねたワーケー
ションの環境整備や、ふくしま
ならではの滞在プログラムの創
出を支援します。

新型感染症対策を着実に進めながら、復興・再生と地方創生を両輪に事業を展開していきます。

輝く人づくりプロジェクト　【104事業 210億円】

豊かなまちづくりプロジェクト　【57事業 235億円】

しごとづくりプロジェクト　【74事業 853億円】

魅力発信・交流促進プロジェクト　【31事業 32億円】

1兆2,585億円 2,585億円
福島県当初予算 うち復興・創生分

22021年
　4月号今月の表紙 須賀川特撮アーカイブ

センター（須賀川市）
昨年11月にオープンした「須賀川特撮アーカイブセンター」。当施設では映画等で使われたミニチュアや模型などの
資料約１千点を収蔵。館内には懐かしさを感じられる街並みを再現したミニチュアセットもあり、記念撮影もできます。
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●廃炉関連産業集積基盤構築事業
（商工労働部）……【0.5億円】
廃炉関連産業への参入のための
相談窓口「福島廃炉関連産業マッ
チングサポート事務局」を設置し、
県内企業の参入を支援すること
で、廃炉関連産業集積を図ります。

●避難地域への移住促進事業
（避難地域復興局）……【18.8億円】
移住希望者への情報発信や地域の受け
入れ態勢整備を支援し、避難地域に全
国から移住者を呼び込みます。

●被災者健康サポート事業
（保健福祉部）……【2.0億円】
被災者の健康保持と不安解消の
ための支援活動を継続しながら、
長期化する避難生活に対応した
保健事業提供体制の構築を支援
します。

●ふくしまがつなぐ医療関連産業集積推進事業
（商工労働部）……【1.9億円】
ふくしま医療機器開発支援セン
ターへの開発案件の集積を図る
とともに、県内ものづくり企業
とをつなぎ、新たな仕事を創り
ます。

●Jヴィレッジ利活用促進事業
（企画調整部）……【1.7億円】
地域の交流拠点であるJヴィ
レッジの幅広い利活用を進め、
多くの方々が地域の魅力にふれ
る機会を提供します。

●チャレンジ!子どもがふみだす体験活動応援事業
（教育庁）……【1.7億円】
自然体験や社会体験など
の活動を通して、心身共に
健康で、主体的に復興に取
り組む、たくましい子ども
を育てます。

●そなえるふくしま防災事業
（危機管理部）……【0.2億円】
防災ガイドブックや防災VRな
どを活用し、県民の防災意識を
高めるとともに、東日本大震災
の教訓を伝え、風化防止につな
げます。

●「福島牛」AI肥育確立事業
（農林水産部）……【2.1億円】
県が帯広畜産大学等と共同で開
発した人工知能(AI)を活用した
肉質評価システムの整備や、優
良な素牛の導入を支援し、「福島
牛」のブランド力を強化します。

令和３年度は、第２期復興・創生期間（令和３～７年度）という復興の新たなステージが
スタートする、復興と地方創生をさらに力強く前進させていくための重要な一年です。

「ひと」「暮らし」「しごと」を軸に８つのプロジェクトで構成される「重点施策体系」

特 集

避難地域等復興加速化プロジェクト　【40事業 566億円】

人・きずなづくりプロジェクト　【36事業 50億円】

安全・安心な暮らしプロジェクト　【75事業 713億円】

産業推進・なりわい再生プロジェクト　【64事業 737億円】

新しいふくしま創生予算新しいふくしま創生予算

2021年
　4月号3 震災からはや10年、一年一年復興に頑張ってこられた被災地の皆さまに応援エールを送ります。きっと明るい未来が必ず来ると！

（白河市 60代）読者からのお便り
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復興への新たなステージ
福島の新しい未来を創る
福島県知事 内堀 雅雄

特集

新しいふくしまの未来を創っていく

３つの「創る（つくる）」

令和３年度
一般会計予算
※項目ごとに小数点第２位を　
　四捨五入しているため、
　計が一致しない場合が
　あります。

「人」をつくる 
未来を担う人材の育成

●新しい時代に対応できる
　グローバルな人材を育成
情報通信技術(ICT)環境の整備な
ど教育の充実を図り、子どもの情
報活用能力や英語力を育てます。

●日本サッカー協会(JFA)との連携
JFAアカデミー福島が本県で活動
を再開したことを契機に、JFAと
連携し、サッカーを通じて人材育
成や地域活性化に取り組みます。

「強み」をつくる
新しい価値や魅力の創造

●水素エネルギーの普及拡大
水素ステーションの整備支援など、県産水素の利
活用を促進します。

●豊かな自然資源とその魅力を発信
自然保護意識を育てるような、自然の
魅力を生かした施策を展開します。

「繋がり」をつくる
強みを生かした繋がりの深化

●避難地域への移住・定住を推進
移住希望者への情報発信や受入体制の整備など
を行い、新たな活力を呼び込みます。

●浜通りの交流人口拡大
地域資源を生かし、誘客の促進や来訪者による消
費喚起に取り組み、国内外へ情報を発信します。

問 県庁財政課　
　　☎024(521)7029
　 ホームページでも詳しい
    資料を公表しています。

検 索福島県財政課

歳入 歳出
（目的別）

一般財源 42.8%

特定財源 57.2%

地方交付税
16.3％

県税
17.4％

教育費
17.8％

商工費
12.8％

土木費
12.0％

公債費
10.9％

民生費
10.7％

衛生費
8.3％

諸支出金
7.9％

警察費 3.6％農林
水産費
7.0％

災害復旧費 1.8％
労働費 0.4％

その他
0.2％総務費

6.6％
地方特例
交付金
0.1％

財産収入 0.1％

使用料および
手数料 1.2％

分担金および
負担金 0.9％

繰越金 0.1％

地方
譲与税
1.8％

地方消費税
清算金 7.1％

国庫
支出金
17.4％

県債
15.3％

繰入金
11.5％

自主
財源
49.0％

依存
財源
51.0％ 諸収入

10.7％

つな

新しいふくしま創生予算新しいふくしま創生予算

福島県の新スローガン

「ひとつ、ひとつ、実現する ふくしま」

　福島県の新スローガンにひとりでも多くの方々の思いが重なるように、
PRツールやオリジナルグッズなどで新スローガンを掲げていただく「ひと
つ、ひとつ、実現する ふくしま」広報隊の皆さんを募集します。
　広報隊として活動いただける方にはポスターやミニフラッグ、缶バッ
ジなどを無償でお送りしますので、掲出や着用をお願いします。

　「ふくしま　知らなかった大使」とは、ふくしまを知らない
人たちの代表。松岡さんに「ふくしまの今」を知ってもらい、
松岡さんの目や体験を通して、福島を知らない視聴者の方
にも「ふくしまの今」を知っていただくプロジェクトです！
　任命式や県内視察の様子を動画で紹介しています。ぜひ、
ご覧ください！

問県庁広報課
　 ☎024（521）7124

https://fukushima-shiranakatta-taishi.jp/
検 索ふくしま 知らなかった大使

検 索ひとつ、ひとつ、実現する ふくしま

ロゴデザインは、さまざまな人々が集まって作
る「実現」を豊かで多様な色と形の集積で形成
しています。

２０２１年３月１２日、
震災から１０年の翌日となる新たなスタートの日、
「ふくしまから　はじめよう。」からの
バトンを渡す、新スローガンを内堀県知事が発表しました。
「はじめる」から、「かなえる」へ。
ひとりひとりの力を重ね、それぞれの思いをつなぎ、
ともに、ひとりずつ、しっかりと、
カタチにし続けていこうと。

新スローガン「ひとつ、ひとつ、実現する ふくしま」は、
復興に向けて歩んできた「これまで」と、
新しい未来につなげていく「これから」と、
県民の皆さんひとりひとりの「今」を重ねたメッセージです。

女優の松岡茉優さんが「ふくしま 知らなかった大使」に就任！
ま　  ゆ

　新しいスローガンをより深く知ってもらう
ため、県内各地の皆さんに出演していただい
た動画を作成しました。皆さんのさまざまな
「実現」を特設サイトで紹介しています。

室屋義秀さんにも出演していただきました

※実物と多少異なる場合があります。

ミニフラッグ
（縦260㎜×横150㎜）

缶バッジ（直径44㎜）

この他にも、さまざまな
ツールやグッズを
ご用意しています。

ステートメントムービー
公開中

新スローガンや広報隊の詳細は
特設サイトをご覧ください！

https://jitsugensuru-fukushima.jp

今年で震災から10年です。ある種の区切りの年ですが、これで終わったわけではないので、これからも歩みを止めずに取り組んで
いただきたいです。（福島市 40代） 読者からのお便り 2021年
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